
第６波の到来前に
ワクチン接種をさらに加速させる

➢ 大規模接種会場だけでなく、
個別接種も含め、

区市町村の枠を超えて余裕のあるところで
接種をすすめられる体制を。
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資料１



保健所一任のコロナ対応から
医療機関主体のコロナ対応の充実へ

➢ 感染が判った段階から保健所任せにせず、
医療機関が責任を持って患者さんを診ていく体制が整ってきた。

● 電話・オンライン診療の充実

● パルスオキシメーター、
食料の確実な配布

● （中等症への移行の恐れがある場合）
保健所・自治体・医師会から
在宅医療への速やかな連携

● 重症化が疑われる際の
入院・臨時医療施設への移送

感染者

⇒今後さらなる充実を。
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抗体カクテル療法の拡大

➢病院外来や臨時医療施設での枠の増加
⇒感染判明次第、重症化しやすい人が受けられるよう

スムーズに連携できる仕組みを

➢現行からの条件緩和
⇒在宅医療での治療、皮下注射で行うことを可能に
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第６波に備えた、
臨時医療施設を含む病床確保

➢酸素の配管を備えた施設を複数作り、第６波に備える。

・通常はカクテル療法を続け、
いざとなった時には中等症治療もできる施設に。

・在宅医療の先生方を中心に、集約した医療を展開できる施設
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社会経済活動の安心安全な
再活性化に向けた取り組み

➢ 都医として、ワクチンパスポートと
コロナパスをどう具体的に進めていくか。

2021年6月末 新宿歌舞伎町における抗原検査デモの様子
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